


社協からのコメント

読者の皆様のご意見やエピソードなどを募集しています。情報紙「ぱわわ」プロジェ
クトあて、郵送またはメール、FAX にてお送りください（連絡先は表紙上部に記
載してあります）。文字数は 300 字以内でお願いします。なお、掲載にあたっては、
意味を損ねない程度に編集する場合があります。

介護保険の手続きの流れは？
　最近、身体が弱くなり生活に不安を感じるようになってきました。今後、介護保
険を使いたい場合、どうすればよいのか全く分かりませんので教えてください。

（天白区在住の高齢者）

子育てのヒントこうして
乗り切ろう

第5回

子育て奮闘中のパパ・ママ。「言うことを聞かなくてイライラする！」「自分の子育てはこれでいいのか？」と、皆さん、いろいろと悩みや不安を
抱えています。時にはくじけそうな時もあるのでは？  そこで今回は、毎日の子育てを乗り切るヒントをお伝えします。

「視覚障がい者ガイドボランティア養成講座」
「点字教室」に参加して

今回の
テーマ

　いろいろと体験してみ
て、実際にできるかどう
か不安な場面や大変な
こともありましたが、

また参加したいと思いま
した。

（ガイド参加 T. M さん  60 代  女性）

　今年の夏、介護実習に
行ったときに自分のふ
がいなさを感じていた
ので講座を受けました。

実際にやってみると難し
く、ガイド時にかける言

葉の重みを感じました。
（ガイド参加 M. K さん 20 代 男性）

　身内に障がい者がいる
ので、ガイドの方法を身
につけたいと思い参加し
ました。体験の中で階段
を降りるときは大変不安

でした。
（ガイド参加 M. K さん 60 代 女性）

　視覚障がいの方への支
援に関心があって、誘い
合って参加しました。
実際にアイマスクで体
験して日常生活の難しさ

が良く理解できました。
（ガイド参加 A. Eさん、W. Iさん 20 代 女性）

介護保険サービスの利用までの流れは、下のようにな
ります。慣れない手続きがたくさんありますね。まず

は地域包括支援センターに相談しましょう。手続きの多くを代行することもでき
ますし、必要があれば手続きが完了する前にサービスを利用できることもあります。

1 2申請する
認定を受ける
区役所職員などがご自宅を訪問し、
お身体や生活の様子を伺います。
この調査をもとに介護の必要度合
いを判定します。

区役所の福祉課が窓口。申請に
は介護保険証が必要です。

4 ケアプランを作る
「要介護」の方はケアマネジャー、
「要支援」「非該当」の方は地域包
括支援センターと相談しながら
プランを決めます。

5 サービスを利用する
まずはサービス事業者と利用契
約をします。サービスを利用する
と、原則として費用の1割を負担
することになります。

3 認定結果が出る
申請から30日以内に、区役所から認定結果の通知と介護保険証が届きます。
● 要介護1～5 --- 介護が必要な方　介護サービスを利用できます
● 要支援1・2 --- 支援が必要な方　介護予防サービスを利用できます
● 非該当 --- お元気な方　必要と認められた場合に介護予防事業を利用できます

■天白区東部地域包括支援センター
（植田・原・久方・平針中学校区担当）
天白区社会福祉協議会内（原一丁目）TEL:809-5555

■天白区西部地域包括支援センター
（御幸山・南天白・天白中学校区担当）
八事苑内（大坪二丁目）TEL:839-3663

疑問や不安、何でもご相談ください。

正しい情報
を選ぶ

ヒント2
ヒント3

ヒントヒントヒント1
　インターネットをはじめ、世の中にはさ
まざまな情報が溢れています。その中で信
頼できる情報を得て、いかに自分に合った

ものを選択できるかがポイントです。ちなみに、天白区社会福祉協議
会と天白子ネットが共同発行している“天白子育て情報通信「PAKUっ
子」は、思わずうなずいたり、笑ったり涙したり、目からウロコだった
り…。読んで損はしません。

思いきって
相談するヒントヒントヒント3

　虐待などの事件で「相談できる人がいなかっ
た」という言葉をよく耳にします。あなたは、
子育ての悩みを話せる相手がいますか？　

心細さや寂しさを感じたら、思い切って誰かに話しを聞いてもらいま
しょう。例えば、地域の主任児童委員さん。「関わりたくない、面倒く
さい」ではなく、しっかり頼っちゃいましょう。面と向かってはどう
も…という方は、保健所をはじめ、いろいろなところが電話相談を受
けています。

【主な相談窓口】
○保健所「子育て総合相談窓口」TEL:847-5981 月～金 8:45～17:15
○あいち小児保健医療総合センター「育児もしもしキャッチ」
　TEL:0562-43-0555 火～土 17:00～21:00
○「なごやっこSOS」TEL:761-4152 月～金 9:00～16:30
　「休日・夜間子ども虐待電話相談」TEL:823-8349上記以外の休日・夜間
他にもさまざまな相談窓口があります。天白区社会福祉協議会までお
問い合わせください。

とにかく
出かけるヒントヒントヒント2

　家で子どもと二人っきり…。ついつい、あれ
これ叱っちゃいませんか？ そんな時は、刺激
がいっぱいの外へ出かけてみましょう。

　スーパーでも公園でもどこでもいいけれど、“子育てサロン”もお薦
めです。同じ思いをしている人と出会い、アドバイスや情報がもらえる。
子どもにとっても、いろいろな友だちと家ではできない遊びができます。
　子育てサロンは、主任児童委員や子育て支援グループが開いている
身近なサロン、天白区社会福祉協議会が協力している地下鉄原駅真上
の「ママカフェ」、大きなイベ
ント「天白おやこ子育て広場」
などたくさんあります。
　次回の天白おやこ子育て広
場は、2月15日（火）10:00 ～
天白スポーツセンターで開催
します。

そうは言っても、いつも「楽しくて幸せ」でいるのは難しいも
の。悩むのは当然、失敗も当然、しんどいのも当然。それでも
やっぱり、子育ては「楽しくて幸せ」。そう感じられる時間を、
いっぱい過ごしてほしい。見回せば、あなたの子育ての応援団
はたくさんあります。ぜひ、あなたの子育ての“支え”を見つ
けてださいね。天白おやこ子育て広場 in Summer 2010の様子
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【仏地院】

答えは、音聞山の仏地院です。境内に、樹
齢100年の銀杏などの立派な木々に囲まれ
た土俵があり、昭和 37 年頃から二子山部
屋が、現在は花籠部屋が大相撲名古屋場所
の宿舎として利用しています。写真には当
時の横綱だった二代目若乃花（後列左から
2人目）、後に横綱となる隆の里（後列右か
ら2人目）が写っています。
土俵から振り返ると、人々のふれあいの輪
を願う「ふれ愛観音堂」が佇んでいます。
観音様にふれたとき、
隣の保育園から子ど
もたちの元気な声が
聞こえてきました。

「ふれ愛ネット天白」のメンバー紹介
障がい者関係団体や福祉施設、ボランティア団体などが中心となって

「だれもが安心して暮らすことのできる天白区」をめざして活動して
いる「ふれ愛ネット天白」。今号もメンバーを紹介します。

ボランティア・イベント情報
ボ

イ

ボランティア イ

イ

イ

イ

イベント

音訳ボランティア養成講座 
地域の情報をCDなどに録音して、視覚障がい者に届ける「音
訳」。音訳の方法を学び、あなたの声で情報を届けませんか？
■日　時：2月8日（火）、15日（火）、22日（火）、3月8日（火）
               の4回連続講座  10:00 ～12:00
■会　場：天白区在宅サービスセンター研修室
             （地下鉄原駅真上3階）
               2月15日のみ天白生涯学習センター視聴覚室
■費　用：500円（保険・資料代）
■定　員：20名（先着順）
■申　込：1月31日（月）までに電話またはFAXにて
■主　催：音訳ボランティアグループ「天白ハッピーボイス」
　　　　   天白区社会福祉協議会
■問合せ先：天白区社会福祉協議会 担当／兼松
　　　　　 （連絡先は本紙1面上部に記載）
 ボランティア交流会
楽しく交流を深めながら、ボランティアに関する情報を交換
したり、悩みや疑問を相談し合ったりできるイベントです。
新たな活動のきっかけやつながりが生まれるかも！
■日　時：1月30日（日）  13:30～15:30
■会　場：天白区在宅サービスセンター研修室
              （地下鉄原駅真上3階） 
■費　用：無料
■定　員：60名（先着順）
■対　象：ボランティア活動をしている方、
               ボランティア活動に関心がある方
■申　込：1月18日（火）までに電話またはFAXにて
■問合せ先：天白区社会福祉協議会 担当／通木（つうき）
　　　　　 （連絡先は本紙1面上部に記載）

 シーンボイスガイド付き映画上映会
シーンボイスガイドは、視覚障がいがある方も、ない
方も一緒に映画を楽しむことができるように、映画の
流れに沿って場面の情報を声で伝えていくガイドです。
今回は、映画「子ぎつねヘレン」を上映します。
■日　時：12月19日（日）  13:30～15:30
■会　場：天白区在宅サービスセンター研修室
　　　　　（地下鉄原駅真上3階）
■費　用：無料
■定　員：50名（先着順）
■申　込：12月17日（金）までに電話またはFAXにて
■主　催：ボイス・ケイン天白　天白区社会福祉協議会
■問合せ先：天白区社会福祉協議会 担当／磯村
　　　　　　（連絡先は本紙1面上部に記載）
 講演会・落語「認知症の予防」“笑って脳を活性化しよう”
天白区地域包括ケア推進会議の認知症専門部会主催の
講演会。第1部はとんぼヶ丘クリニック院長の神部佳
子さんの講演、第2部は俳優・落語家の雷門福三さん
の落語です。
■日　時：2月3日（木）  13:00～15:00
■会　場：天白区在宅サービスセンター研修室
　　　　　（地下鉄原駅真上3階）
■費　用：無料
■定　員：100名（先着順）
■申　込：前日までに電話またはFAXにて
■問合せ先：天白区東部地域包括支援センター
                 担当／濱田（はまだ）
　　　　　 （TEL:809-5555  FAX:809-5551）

天白区内の昔の写真を募
集しています。掲載させ
て い た だ い た 方 に は 、
500円分の図書カードを
進呈します。

ボランティア活動中の万が一の事故に備えて「ボ
ランティア活動保険」にご加入ください。

「ボランティア活動保険」は、ボランティア活動
中のご自身のケガ（傷害事故）と他人にケガをさ
せてしまった、他人の物を壊してしまった（賠償
事故）などの事故を幅広く補償する保険です。安
心して活動するためにも、ぜひご加入ください。

補償期間：毎年4月1日から翌年3月31日
             （年度途中の加入もできます）
保険掛金：250円から
             （プランにより掛金が異なります）
※行事ごとに加入するタイプの「ボランティア
行事用保険」もあります。

保険のお申し込みやお問い合わせは、天白区社
会福祉協議会ボランティアセンターまで。
詳細は、愛知県社会福祉協議会のホームページ
でもご覧いただけます。
http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/
somu/hoken.html

皆さんからのお
問い合わせ、お待
ちしております。

ボランティア活動をされる皆様へお知らせ

写真提供:
仏地院

「ふれ愛ネット天白」事務局（天白区社会福祉協議会内） TEL:809-5550　FAX:809-5551問合せ先

東海市富木島町伏見一丁目17番7 （052）604-0808（代）

名古屋市守山区瀬古東一丁目1801番地 （052）792-5123（代）

社会福祉法人　天白原福祉会

事業
内容

● 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）定員60名
● 短期入所生活介護（ショートステイ） 定員15名

特別養護
老人ホーム

見学を希望される方、
お気軽にお電話下さい。

http://sky.geocities.jp/senjunosato/index.html

千寿乃里

847-2941847-2941
天白区原三丁目1905番地

作業所型地域活動支援事業所  ゆいま～る
当作業所には心の病を持つ方を始め、発達障が
いの方、知的障がいの方がいます。昼の居場所
や、将来的には働きたい方が多く、アットホー
ムな作業所です。
ボランティアさんと共に文房具関係の仕事、ソ
フトボールの練習や年3回の地域住民との交流
戦、農場体験、料理教室等を行っています。法
人内の別の施設では、企業体験やハローワーク
の同行もしています。
利用者・ご家族の希望に合わせながら、将来の
目標に向かってお手伝いをさせて頂きます。
※見学希望の方は、TEL:899-2668まで、お問
い合わせ下さい。

特定非営利活動法人  あたたかい心
理念 [支えあうと、ひとはもっと、幸せになる]
一人ひとりの利用者様に「あなたを大切にしたい」
という思いが伝わればいい。ふかふかの毛布に
くるまれた気持ちになれたり、日なたぼっこを
しているように和んだり…「利用者が一番して
ほしいことは何か」100 人いれば 100 通りの願
いがある。そのために「くらし助け合い活動」に
も力を入れています。誰しも「今だけ助けて！」

「ちょっとでいいから手伝って！」という時があ
るもの。「お役に立ちたい」の一心で信念を持っ
て活動しています。
TEL:800-5231  FAX:800-5234



http://www.kk-lcs.co.jp    e-mail lifecare@kk-lcs.co.jp

なじみの仲間やスタッフに
囲まれて…
木のぬくもりに包まれた
癒しの空間。

デイサービス ライフケア 久方
〒468-0034
名古屋市天白区久方一丁目140

〈052〉809-3555 〈052〉847-3326

小規模多機能ホーム ライフケア 山根
〒468-0038
名古屋市天白区山根町２０２

◆�介護に関する御相談は
� 居宅介護支援事業所へ
◆�ショートステイ、デイサービス

の利用も出来ます
�（併設：養護・特別養護老人ホーム）
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この情報紙は、広告収入の他、皆さまから寄せられた賛助会費・共同募金配分金を財源としています。

「認知症の人の世界を知る（その15）

“なじみのものから広げる昔の思い出”
メッセージ

　この情報紙を作るにあたり、私も参加させていただき、福祉という
ものに対し多少の知識を得ることができました。多くの人達が、お年
寄りや身体の不自由な方々に、さまざまなケアをされていることはも
ちろん、思わぬ分野で活動するボランティアもあると知りました。ど
うか皆様方も、何かでお困りの時は本紙を活用いただき、ご相談され
ることにより解決の道が開かれるかと存じます。（ラエ）

今回、その中から選りすぐりの7点を選ばせていただきました。今回のお題「街」

街の中スカイツリーを写す川
（宮田ゆり子さん）

街歩き昔をしのび歴史知る
（伊藤由紀子さん）

秋霖に街樹散りて冷え冷えと
（山口和子さん）

敷き詰めた落葉の上に道があり
（井上まんさん）

戦後の街復興の街共に生き
（高橋幸子さん）

次回のお題「城」
締切：平成23年2月1日（火）

社会福祉法人　名古屋市天白区社会福祉協議会　情報紙「ぱわわ」担当　兼松
〒468-0015　名古屋市天白区原一丁目301番地　原ターミナルビル3階
TEL:809-5550　FAX:809-5551　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp

皆さんからの投稿を
お待ちしています！

問合せ先
五七五の
投稿先

27 18
No.No.

住民が知恵を出し合う街づくり
（みさ・ゆずさん）

イケメンにティッシュをもらう街の角
（シゲノ・マサコさん）

し ゃ き ょ う か ら の お 知 ら せ

次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をいただきました。厚くお
礼申しあげます。天白区の地域福祉推進に有効に活用させていただきます。

（平成22年8月1日から平成22年10月31日受付分 受付順）
○八事東学区盆踊り委員会　様　　○名古屋ヤクルト販売株式会社　様
○日本民踊研究会　豊寿会　様　　○伊藤　繁子　様　　 ○匿名　4件�

　賛助会員は、天白区社会福祉協議会が行う天白区の「福祉のまちづくり」   
事業を支援していただける方で、どなたでも会員になっていただけます。
　賛助会員の皆さまからの賛助会費は、子育て支援事業、障がい者支援事業、
小学校等での福祉体験事業など、「住み続けたいまち天白」をめざした取り組み
の貴重な財源として活用させていただいています。皆さまのご支援、ご協力を
お願いいたします。
※詳細やお申し込みは、下記までお問い合わせください。本会ホームページの         

「天白区社会福祉協議会からのお知らせ」ページでもご確認いただけます。

　　  個人 1口／1,000円（年額）　 法人 1口／5,000円（年額）

社会福祉法人名古屋市天白区社会福祉協議会
TEL:809-5550　 FAX:809-5551
ホームページ http://www.tenpaku-shakyo.com

グループホームにお住まいの
82歳のＨさんは、認知症をお持ち
のおじいさんです。Ｈさんは普段、
散歩以外に興味を持つものがほと
んどありませんでした。スタッフ
はＨさんの心を動かそうと常々努
力していますが、うまくいきません。
そんなある日、紙風船を使うレク
リエーションがありました。

最初、紙風船にも興味を示さな
かったＨさんですが、ある時突然、
あるおばあさんのところに行き、
紙風船で一緒に遊び始めたのです。
よく見るとＨさんは、小さい子ど
もを諭すように、おばあさんに  

遊び方を教えたりしていました。
Hさんは昔、よくお孫さんと様々

な遊びをしていたそうです。そう
いえば、おばあさんは紙風船を  
落としたり潰したり。そんな姿が、
Ｈさんにはお孫さんと遊んだ頃 
の記憶とつながったのでしょう。

皆さんも、なじみのものから  
昔の思い出を話してみませんか？ 
そ の お 話 は 、
きっと認知症
の方の生活を
豊かにしてく
れることでしょ
う。（モカ）

連
絡
先

　　　　　今回は、お隣の記事に
も関連するかもしれませんが、認
知症や障がいのある方を支え続け
る周りの人々、ご家族へのメッセー
ジです。
　ある親の会でお母さん達に出会
うと、前向きで明るい方ばかりで
す。ところがあるデータで、障が
いのある子を育てている母親の疲
れの度合いは、通常の人が疲労困
ぱいとされる数字よりも、明白に
上回っていました。
　障がい等の状態は十人十色で、
良い日も悪い日もあります。突拍
子もない事を言って、こちら側を

困惑させる事
もあります。
いろいろな事
が重なって、
心がぎりぎり
の時は、迷わず周りにたくさん声
を出しましょう。助けてくれる人
は必ずいます。
　私の好きな歌に“友がみな我よ
りえらく見ゆる日よ　花を買い来
て妻としたしむ”という石川啄木
の歌があります。心が疲れた時は
お花でも買って、心を和ますのも
良い手です。愛する大事な人の笑
顔の為に。（ひだまり）

「住み続けたいまち天白」を
一緒につくりませんか？  賛助会員募集！！


